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令和５年度第４回下関市公立大学法人評価委員会 議事録【概要】 

 日 時：令和５年１１月１０日（金）１４：００～１５：００ 

 場 所：下関市役所本庁舎西棟５階５０７会議室 

 出席者：下関市公立大学法人評価委員会 

     吉田委員、江里委員、藤上委員、佐藤委員、佐伯委員、事務局 

 

１ 開会 

事務局 ○委員５名全員が出席 

○委 員 の過 半 数 が出 席 しているため、下 関 市 公 立 大 学 法 人 評 価 委

員会条例第５条第３項の規定により、会議が成立している。 

○傍聴人はいない。 

２ (1） データサイエンス学部設置に伴う公立大学法人下関市立大学中

期目標（第３期）の変更について 

事務局 ○中期目標の変更原案について説明 

【基本方針】 

・データサイエンス学 部 の設 置 及 び同 学 部 の養 成 する人 材 が必 要

とされる背景を追記 

・デジタルトランスフォーメーション（DX）の発 展 により、社 会 経 済 構

造 や生 活 様式 が大 きく変 化し、今 後のデジタル社 会においても向 き

合っていく必要があることを明記 

・法人からの意見はなし。 

【２ 教育研究組織】 

・設置学部として、データサイエンス学部を追記 

・併 せて、看 護 学 部 （仮 称 ）を既 に設 置 準 備 中 であることから、適 当

な表記に変更 

・法人からの意見はなし。 

【Ⅱ 教育に関する目標 １ 学部における教育の充実】 

①市から法人に示した案 

・現 行 の中 期 目 標 の表 記 が経 済 学 部 に限 定 した表 記 であったた
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め、経済学部とデータサイエンス学部の両方を満たす表記に変更 

・併 せて、データサイエンス学 部 については、新 入 生 が卒 業 する年

度 である完 成 年 度 まではカリキュラムの変 更 はできないが、見 直 し

を進 めること自 体 は可 能 であり、かつ、必 要 なことであるため、その

旨を記載 

②法人からの意見 

・経 済学 部だけでなく、データサイエンス学 部も完 成年 度まで見 直し

が必要であると読めることから、表現を改めてほしい。 

③法人からの意見を踏まえた変更原案 

・経 済 学 部 及 びデータサイエンス学 部 について、それぞれの学 部 が

履 行 すべき目 標 を表 記 することとし、経 済 学 部 にあっては従 来 どお

り、データサイエンス学 部 にあってはデータサイエンスの急 速 な発 展

に伴 いカリキュラムの見 直 しが絶 えず必 要 になることも想 定 される

が、まずは完成年度に向けて、設置計画 を確実に履行することを優

先するように表記を変更 

【用語の解説】 

・基本方針の変更原案の中で、デジタルトランスフォーメーションとい

う用語を表記したため、用語の解説を加筆 

・法人からの意見はなし。 

委員 ○基本方針の「あらゆる分野・産業」については、人材移動が起こるの

は分野によって異なるため、「多くの分野・産業」という表記が適当と考

える。 

○データサイエンス学 部 のカリキュラムについては、文 部 科 学 省 として

は、学部申請でカリキュラムを明示しているものを、最初の卒業 生がで

るまでに変更するというのは基本的に認めないと思う。 

○データサイエンスは個 人 情 報 の取 扱 いに非 常 に関 係 するため、個

人 情 報の取 扱いに係 る研 修や授 業をしっかりと行 っていかなければな

らない。 

○周 南 公 立 大 学 と比 較 して、下 関 市 立 大 学 のデータサイエンス学 部
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の強みをどのように考えているか。また、学費の差はどうか。 

事務局  ○高い就職率、長い歴史の中で各界に卒業生が多数いらっしゃること

を活 用 していくという形 が、他 の大 学 と比 較 して強 みになると考 えてい

る。 

○学 費 については、公 立 大 学 の場 合 は、法 令 で定 める額 、標 準 の額

があり、下 関市 立大 学も周 南公 立 大学 も定められた額と同じ額にして

おり、学費での差はない。 

委員 ○就 職 率 が非 常 に高 いのは、卒 業 生 のおかげでもあるが、最 近 の卒

業 生 は大企 業 に就 職 する率が低 くなっているのではないかと聞 かれる

ことがある。どのような理 由 があるか分 からないが、大 企 業 に対 して、

突破する力が少し薄れてきているかもしれないという懸念がある。 

○データサイエンス学 部 の観 点 からいうと、最 初 の卒 業 生 をどこに出

すかということが大切。最初の卒業生がある程度のところに就職できる

と、そのあとが続いていける。 

○現 状 の日 本 は、データサイエンティストを企 業 が直 接 雇 用 するケー

スは少 なく、その企 業 で分 析 が必 要 となった時 は、コンサルティング会

社 に外 部 発 注 する企 業 が多 い。そのため、コンサルティング会 社 に就

職するか、医療などのデータサイエンスが必要不可欠な分野の企業に

就 職 するかという立 場 になると思 う。どちらにしても、すごく重 宝 される

し、役立つことができると思う。 

○データサイエンス協 会というものがあり、データの取扱いや統 計の検

定 など、様 々なコンテンツが充 実 してきている。大 学 も加 入 した方 がよ

い。 

委員長 ○中 期 目 標の変 更 原 案については、「適 当」であると決 定してよろしい

か。 

委員 （異議なし） 
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事務局  ○今後の手続について説明  

・地 方 独 立 行 政 法 人 法 第 ２５条 第 ３項 に基 づき、中 期 目 標 の変 更

について評 価 委 員 会 の意 見 を聴 き、変 更 原 案 が確 定 したため、令

和５年第４回定例会（令和５年１２月議会）に議案を提出 

・議決後、速やかに大学へ第３期中期目標の変更を指示 

・法人において、変更後の中期目標に基づく、中期計画を変更 

 (2） その他  

事務局 ○今後の開催予定について連絡 

３  閉会  

 


